











(International Convention for the Unification of Certain Rules Relating 
to Maritime Liens and Mortgages, Brussels, April 10, 1926), 1967年
条約zl (International Convention for the Unification of Certain Rules 
Relating to Maritime Liens and Mortgages, Brussels, May 27, 1967), 
及び1993年条約3l (International Convention on Maritime Liens and Mo-
rtgages, 1993 Geneva, May 6 , 1993）がある。
1993年条約の2002年10月19日段階の締約国は， Monaco(1995年3月28日），
Russian Federation (1999年3月4日）， Saint Vincent and the Grenadines 
(1997年3月11日）, Spain (2002年6月7日）, Tunisia (1995年2月2日），
Vanuatu (1999年8月10日）である O4) ここでは， 3条約の条文を概略的に
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比較対照した後，イベリア・中南米海事法協会副総裁（VicePresident. 




ここでは， 1926年条約， 1967年条約， 1993年条約の条文を，概略的に，比較
対照するO その際， 1993年条約の条文の内容を目安として，いくつかに分け，
それに， 1926年条約， 1967年条約の条文を対応させることにする。 1926年条約，
1967年条約の条文には，見出しがないが， 1993年条約の見出しを参考にして，
一応内容を表示することにする 6)0 













（モーゲージ，抵当権及び担保 （モーゲージ及び「抵当権』の モー ゲー ジ， 「抵当権」及び担
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( * 1) other similar charges (1926年条約）が， 1967年条約では消滅した
が， 1993年条約では， registerablecharges of the same natureとして，
復活した。

















































る債権」（小町谷・後掲注 1)316頁の訳） (Claims resulting from con-
tracts entered into or acts done by the master, acting within the 
scope of his authority, away from the vessel’s home port, where such 
contracts or acts are necessary for the preservation of the vessel or 
the continuation of its voyage, whether the claim is his own or that 
















( * 10）船舶救助の報酬に関する債権であるO 1967年条約4条1項（v）号から，
1993年条約4条1項（c）号に格上げされたが，前者に規定されていた，共同海























（モー ゲー ジ，抵当権，担保， （海上先取特権の優先順位） 海上先取特権の優先順位
海上先取特権の優先順位）



































































( * 15) 「第4条に掲げる海上先取特権は，その被担保債権が船舶所有者に対
するものであると，船舶賃借入その他の傭船者，船舶管理人又は船舶運航者
に対するものであるとを問わず，発生する。」（江頭・後掲注2）②39頁）。
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Belgium June 2, 1930 Denmark August 23, 1977 
Brazil April 28, 1931 Norway May 13, 1975 
Denmark June 2, 1930 Sweden November 13, 1975 
Estonia June 2, 1930 同意（ACCESSION)
France August 23, 1935 Morocco February 12, 1987 
Hungary June 2, 1930 Syrian Arab Republic 
Italy December 7, 1949 August 1, 1974 
Madagascar August 23, 1935 
Norway October 10, 1933 
Poland October 26, 1936 
Rumania August 4 , 1937 
Spain June 2, 1930 
Sweden July 1, 1938 
廃棄（DENUNCIATION)
Denmark March 1 , 1965 
Finland March 1, 1965 
Norway March 1, 1965 
Sweden March 1, 1965 















April 13, 1964 
April 19, 1961 
November 21, 1983 
Julyl2, 1934 
Marchl9, 1965 







July 4, 1955 
Uruguay Septemberl5, 1970 
Zaire Republic Julyl 7, 1967 
( * 21）江頭・後掲注3）②3頁 (1993）によると， 「海上先取特権および船
舶抵当権については，すでに1926年および1967年の 2つの国際条約が存在し，
両条約ともに発効しているが，いずれも加盟国が少ないことに鑑み，……」
と記される。他方， 1967年条約について， Tetley教授は， 「この条約は， 5 
か国の批准（ratifications）が19条によって要求されているので，まだ発効
していない。」と注記される（Tetley,infトanote 1）①， at 1428 (1998）。
Alcantara氏もTetley教授と同様に捉えているようである（Alcantar払
infra note 5 ) , at220 (1996））。これらの見解の相違は， Accessionの意味
の捉え方が一因とも思われる。なお， Signature,ratification, acceptance, 
approval and accessionに関し， http://www.imo.org/Conventions/
mainframe.asp? topic_id = 148等も参照。

































決するべく試みがなされてきた。最初の条約が1926年に公布された 7l ; 1967年
































































































































































































借人又はその他の傭船者，船舶管理人又は船舶運航者（thedemise or other 
charterer, manager or operator of the vessel)を含むものとする。」
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3）①WILL川 TETLEY, sup1万 noteI）①， at 1429 et seq.；②江頭憲治郎「『1993年の海上先
取特権及び抵当権に関する国際条約』の成立」海法会誌復刊37号3頁以下（1993）；③同仮
訳「1993年の海上先取特権及び抵当権に関する国際条約」海法会誌復刊37号38頁以下（1993）。
4) http://untreaty.un.org/ENGLISH/bible/englishinternetbible/part I /chapterXl/supchapD/treat .. 2002 
/10/19。外務省条約局国際協定課に検索していただいた。
5) JosるMariaAlcantara, A Short Primer on the International Convention on Maritime Liens and 
Mortgages, I 993, 27 Journal of Maritime Law and Commerce 2 I 9 (I996）。
6 ）江頭・前掲注3）②・③参照。
7 ) International Convention for the Unification of Certain Rules Relating to Maritime Liens and 
Mortgages, 1926, 120 L.N.T.S.187, 6C Benedict on Admiralty Doc. No. 15”6, at 15-24.20 
(rev. 7th ed.1995）参照。 Alcantara, st仰 note5) at 220 n. I. 
8 ) International Convention for the Unification of Certain Rules Relating to Maritime Liens and 
Mortgages, 1967, 6C Benedict on Admiralty Doc. No. 15-5, at 15-24. I I (rev. 7th ed. 1995) 
参照。 Alcantara, suprn note 5) at 220 n.2. 
9 ) International Convention on Maritime Liens and Mortgages, 1993. Alcantara, s 11pa1 note 5) 










11) 1条を見よ。 Alcantara, sup1ヨnote5) at 221 n.5. 
12) 3条を見よ。 Idat 221 n. 6. 
13) 4条（1）項（a）号を見よ。 Idat 221 n. 7. 
14) 12条（3）項を見よ。 M at 221 n. 8. 
15) 4条を見よ。 Idat 221 n. 9. 
16) 4条（2）項（a）号を見よ。 Id. at 221 n. 10. なお，江頭・前掲注3）②16頁以下によると，
「単にTOYALOP, CRIST AL等の民間の協定でカバーされるにすぎない損害賠償債権は，海
上先取特権を生じさせる。Jとする。
17) 4条（2）項（b）号を見よ。 Alcantara, op. cit. at 221 n. I I.
18) 5条（4）項を見よ。 Idat 221 n. 13. 
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19) 5条（3）項を見よ。 Idat 221 n. 12. 
20) 5条（2）項を見よ。 Idat 221 n. 14. 
21) 6条を見よ。 Idat 222 n. 15. 江頭・前掲注3）②21頁以下によると，「今回の全権会議の
最大の争点となった規定である。」とする。
22) 7条及び12条（4）項を見よ。 Alcantara, ~ρ， cit., at 222 n. 16. 
23) 9条（1）項を見よ。 Idat 222 n. 17. 
24) 9条（2）項｛a）号を見よ。この提案はノルウェーの代表団によってなされたが， l年の期間のス
タートを延期することによって船員の利益となることが意図されている。 Idat 222 n. 18. 
25) 9条（1）項を見よ。 Idat 222 n. 19. 
26) 9条（2）項を見よ。 Idat 222 n. 20. 
27) I l条， 12条そして14条を見よ。 Idat 222 n. 21. 
28) 12条（6）項を見よ。 Idat 222 n. 22. 江頭・前掲注3）③54頁は，「締約国は，強制売却の
一切の売得金が実際に使用することができ，かっ自由に移転できるものであるようにしなけ
ればならない。」と訳される。
29) 16条（d）号を見よ。 Alcantara, op. cit. at 222 n. 23. 
30) 13条を見よ。 Idat 222 n. 24. 
31) 13条（2）項を見よ。 Id.at 223 n. 25. 
32）難破物除去請求権に関して，常にそういえるかは問題であると思われる。前述（e）や後述2.
及び1993年条約12条3項参照。
33) 12条（2）項を見よ。 Idat 223 n. 26. 
34) 12条（3）項を見よ。 Idat 223 n. 27. なお， 1967年条約4条5項参照。
35) 5条（2）項を見よ。 Idat 223 n. 28. 
36) 4条（1）項（a）号を見よ。 Id.at 223 n. 29. 
37) 4条（1）項｛b）号を見よ。 Id.at 223 n. 30. 
38) 4条（1）項（c）号を見よ。 Id.at 223 n. 31. 
39) 4条（1）項（d）号を見よ。 Idat 224 n. 32. 
40）この点に関して，そのようなサービスが私的契約法の枠内に位置しているべきかを決定す
るために，水先案内サービスの民営化への現代の諸傾向を研究することは，有益であったろ
うlこ。 Id.at 224 n. 33. 
41) 4条（1）項｛e）号を見よ。 Id.at 224 n. 34. 
42) 7条及び12条（4）項を見よ。 Idat 224 n. 35. 
43) 5条（1）項を見よ。 Idat 224 n. 36. 
44) 6条（c）項を見よ。 Idat 224 n. 37. 
45) 4条を見よ。 Idat 224 n. 38. 










48) Convention Relating to the Arrest of Sea-Going Ships, 1952, 6A Benedict on Admiralty 
Doc. No. 8・I. at 8-2. 2 (rev. 7th ed. 1995). Alcantara, sψ•ra note 5) at 225 n. 39. 
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